
第三種郵便物認可　平成20年10月１日（水曜日）中小企業タイムズ（3）

データから見た業界の動き（平成20年8月分）
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山梨県中小企業団体中央会

情報連絡員報告（平成20年8月分）

　本県の8月の景況は、全業種のDI値で、売上高はは－
60（前年同月比－34）、収益状況は－64（前年同同月
比－34）、景況感は－70（前年同月比－26）と全体体
でDI値のマイナス傾向は依然として続いている。。
　業種別では、製造業の売上高のDI値は－80（前
年同月比－40）、収益状況は－60（前年同月比
－25）、景況感は－70（前年同月比－25）であ
った。
　非製造業のDI値においては、売上高は－47（前
年同月比－30）、収益状況は－67（前年同月比－40））、
景況感は－70（前年同月比－27）となった。
　対前年同月比のDI値ではあるが、製造業、非製造業ともに各項目におけるポ造業ともに各項目におけるポ
イントが大幅に下がっていることが目につく。対前月比では、特に売上のDI値
で大きくポイントを下げている。
　これは、前月（7月）の調査で、オリンピックや季節的な要因などによるものと、
一部業界の原材料等のコスト上昇によってもたらされた売上増により、一時的
に売上DI値が上昇した結果となったためで、今月のDI値の推移は7月以前の水
準に戻った状況と見受けられる。
　県内の景況感は、依然として底から脱しきれず、現状では好転するための明
るい材料は見あたらない厳しい状況が続いている。
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ト
ピ
ッ
ク
ス

　
今
回
は
、上
部
団
体
で
あ
る
全
国
中

小
企
業
団
体
中
央
会
か
ら
の
依
頼
に

よ
り「
組
合
員
の
資
金
繰
り
を
巡
る
動

向
、
金
融
機
関
の
問
題
点
、
地
域
金
融

の
実
情
」
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
。

こ
れ
は
、政
府
に
対
し
て
要
望
を
行
っ

て
い
る
中
小
企
業
の
資
金
繰
り
対
策

に
関
連
し
、さ
ら
に
金
融
機
関
の
融
資

態
度
の
変
化
、金
融
面
の
情
勢
把
握
を

行
う
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。そ
れ
ぞ
れ

の
業
界
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
は
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

　
「
原
料
高
か
ら
収
支
が
悪
化
し
、
資

金
繰
り
も
逼
迫
し
て
き
て
い
る
が
、先

行
き
不
透
明
で
返
済
に
も
不
安
が
あ

る
た
め
、な
る
べ
く
借
り
増
を
し
な
い

で
し
の
い
で
い
る
。
」
、「
条
件
変
更
に

よ
り
、金
利
の
上
昇
を
要
求
さ
れ
る
場

合
が
多
い
よ
う
だ
。
」
、「
金
融
庁
の
金

融
緩
和
措
置
が
変
更
さ
れ
な
い
限
り
、

相
変
わ
ら
ず
一
般
論
と
し
て
貸
し
渋

り
、貸
し
は
が
し
の
状
態
に
有
る
こ
と

は
変
わ
ら
な
い
。「
保
証
協
会
の
査
定

が
一
段
と
厳
し
い
と
複
数
の
会
員
か

ら
情
報
が
あ
る
が
、金
融
機
関
の
判
断

か
不
明
で
あ
る
。や
は
り
金
融
機
関
の

責
任
範
囲
が
広
が
っ
た
事
に
起
因
か

と
も
判
断
す
る
。」、「
都
銀
・
地
銀
と
も

に
担
保
の
見
直
し
の
動
き
が
加
速
し

て
い
る
印
象
。そ
の
中
で
借
入
以
上
の

担
保
を
要
求
す
る
動
き
も
あ
る
と
聞

い
て
い
る
。
」
、「
金
融
機
関
が
中
小
企

業
に
対
し
て
資
金
を
貸
し
渋
る
傾
向

に
な
っ
て
は
困
る
。
」
、「
借
入
が
難
し

い
の
が
現
状
。施
設
の
老
朽
化
に
対
応

で
き
な
い
。
」
、「
金
融
機
関
の
貸
し
渋

り
に
建
設
業
界
は
四
苦
八
苦
し
て
い

る
。国
と
し
て
の
早
め
の
救
済
策
を
望

む
。建
設
業
者
が
事
業
収
益
が
あ
が
ら

な
い
以
上
、新
規
の
運
転
資
金
融
資
は

難
し
く
な
る
一
方
で
あ
る
。」

　
こ
う
し
た
生
の
声
か
ら
は
、現
在
の

景
況
を
反
映
し
て
、資
金
繰
り
の
悪
化

に
苦
し
む
中
小
企
業
の
実
態
と
金
融

機
関
と
の
距
離
が
垣
間
見
え
、中
小
企

業
へ
の
融
資
条
件
の
引
き
上
げ
や
担

保
条
件
の
変
更
な
ど
、益
々
厳
し
く
な

る
金
融
機
関
の
対
応
へ
の
不
安
と
不

満
が
感
じ
と
れ
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
改
善
す
る
た
め

に
は
、抜
本
的
な
政
策
が
急
務
と
言
え

る
。

 

業
界
か
ら
一
言

■
製
造
業

●
食
料
品（
洋
菓
子
製
造
）／
売
上
は

自
社
製
品
、
Ｏ
Ｅ
Ｍ
と
も
前
年
並

み
を
確
保
し
た
が
、
や
や
期
待
は

ず
れ
の
感
あ
り
。
原
材
料
高
騰
分

を
価
格
転
嫁
。

●
繊
維
・
同
製
品（
ニ
ッ
ト
）／
物
価
の

上
昇
や
景
気
の
先
行
き
不
安
か
ら

店
頭
で
の
販
売
が
落
ち
込
ん
で
い

る
。

●
紙
・
紙
加
工
品
／
原
油
価
格
の
下
落

に
よ
り
９
月
の
重
油
価
格
は
５
円

／
ℓ
程
度
下
が
る
模
様
。
広
葉
樹

パ
ル
プ
は
９
月
入
荷
分
か
ら
80
円

／
㎏
値
上
が
り
。
10
月
か
ら
を
目

処
に
販
売
価
格
引
き
上
げ
の
交
渉
。

●
窯
業
・
土
石
業（
生
コ
ン
）／
一
部
民

間
物
件
が
動
き
出
荷
を
期
待
し
た

が
、
思
っ
た
よ
り
伸
び
ず
。
公
共
物

件
の
入
札
も
出
て
く
る
が
、
受
注

数
量
が
伸
び
ず
、
出
荷
の
増
加
は

厳
し
い
。

●
そ
の
他（
貴
金
属
）／
受
注
す
る
仕

事
量
が
昨
年
の
半
分
と
か
１
／
３

と
い
う
企
業
も
あ
り
、
か
な
り
厳

し
い
状
況
。

■
非
製
造
業

●
小
売（
青
果
）／
高
温
小
雨
で
入
荷

量
は
減
少
し
た
が
、
消
費
が
振
る

わ
ず
価
格
は
低
価
格
の
ま
ま
推
移
。

●
小
売（
食
肉
）／
山
梨
県
の
豚
価
が

頭
数
の
激
減
に
よ
り
異
常
な
高
騰

と
な
り
、
利
益
は
減
少
。
業
務
用
卸

に
お
い
て
は
価
格
の
高
騰
か
ら
仕

入
れ
を
控
え
る
等
の
影
響
が
出
て

い
る
。

●
小
売（
電
機
製
品
）／
雷
被
害
で
昨

年
比
出
張
修
理
が
倍
増
。
引
き
続

き
メ
ー
カ
ー
に
部
品
注
文
が
集
中

し
、
供
給
ま
で
に
２
週
間
程
度
要

し
て
い
る
。
こ
の
影
響
で
特
に
夏

物
中
心
に
そ
の
他
の
家
電
品
に
も

買
い
換
え
が
出
て
い
る
。
11
月
か

ら
の
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
の
値
下
げ

に
よ
る
市
況
へ
の
好
影
響
を
期
待
。

反
面
秋
か
ら
販
売
さ
れ
る
新
製
品

の
卸
価
格
の
値
上
げ
も
各
社
か
ら

発
表
さ
れ
て
い
る
。

●
小
売（
石
油
）／
８
月
は
原
油
高
と

為
替
レ
ー
ト
の
円
安
ド
ル
高
に
よ

り
輸
入
コ
ス
ト
が
上
昇
。
元
売
各

社
は
５
円
か
ら
７
円
程
度
の
値
上

げ
を
行
っ
た
た
め
、
県
内
給
油
所

は
７
円
程
度
の
値
上
げ
を
実
施
。

９
月
は
原
油
価
格
の
急
落
で
大
幅

な
コ
ス
ト
低
下
と
な
っ
た
た
め
、

元
売
各
社
は
５
円
程
度
の
値
下
げ

を
行
い
、
各
給
油
所
は
５
円
程
度

の
値
下
げ
を
行
う
予
定
。

●
宿
泊
業
／
小
規
模
の
ホ
テ
ル
で
設

備
投
資
し
、
燃
料
を
重
油
か
ら
安

定
し
て
い
る
都
市
ガ
ス
に
切
り
替

え
た
施
設
も
あ
る
。
間
際
の
予
約

が
多
く
、
予
定
が
立
て
づ
ら
い
の

が
現
状
。�

●
廃
棄
物
処
理
／
取
引
先
の
業
況
悪

化
に
よ
り
値
下
げ
と
燃
料
高
騰
に

よ
る
影
響
大
。
リ
サ
イ
ク
ル
や
再

資
源
化
が
進
行
し
、
資
源
回
収
業

者
が
急
増
。

●
建
設
業（
鉄
構
）／
７
月
初
め
か
ら

下
り
始
め
た
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
が
８

月
以
降
暴
落
を
は
じ
め
、
電
炉
メ

ー
カ
ー
の
鋼
材
値
下
げ
の
話
が
出

始
め
、
電
炉
・
高
炉
間
の
価
格
差
が

無
く
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
中
小
ゼ

ネ
コ
ン
は
鋼
材
が
値
下
げ
に
な
っ

た
と
受
止
め
、
鉄
骨
価
格
の
引
下

げ
要
求
が
出
て
く
る
お
そ
れ
が
あ

り
、
実
質
的
な
原
材
料
価
格
高
騰

分
の
価
格
転
嫁
が
で
き
な
く
な
る

恐
れ
。

●
運
輸（
ト
ラ
ッ
ク
）／
山
梨
県
の
主

要
産
品
で
あ
る
青
果
物
の
出
荷
量

が
対
前
年
比
で
20
％
減
少
し
た
。

国
内
景
気
が
下
降
す
る
中
で
中
国

か
ら
の
受
注
キ
ャ
ン
セ
ル
が
多
く

な
っ
て
い
る

県
内
S
S（
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）

業
界
の
現
況
は
？

　
県
内
の
S
S
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
ま
す
ま
す
厳
し
い
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
夏
場
の
ガ
ソ
リ
ン
需
要
最
盛
期
で
あ
っ
た
８
月
は
、
連
日
猛
暑

が
続
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
販
売
量
が
前
年
同
月
比
で
10
％
減

少
し
ま
し
た
。こ
の
需
要
減
は
、中
東
原
油
の
高
騰
や
ド
ラ
イ
バ
ー

の
消
費
節
約
の
動
き
の
定
着
化
に
よ
る
車
の
走
行
距
離
の
落
ち
込

み
、
ま
た
新
車
販
売
数
が
減
少
す
る
中
で
低
燃
費
車
の
増
加
等
が

要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
S
S
業
界
は
、
販
売
数
量
の
伸
び
が
期
待
で
き
な
い
た

め
、需
要
減
に
対
応
し
た
採
算
販
売
を
徹
底
し
、経
営
基
盤
の
強
化

に
努
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

今
後
の
S
S
業
界
は
？

　
中
国
や
イ
ン
ド
な
ど
の
需
要
増
に
投
機
資
金
な
ど
が
加
わ
っ
て

急
騰
し
て
き
た
原
油
価
格
も
、先
進
国
の
景
気
後
退
、石
油
需
要
の

減
退
傾
向
、ま
た
先
物
市
場
に
対
す
る
監
視
が
強
化
さ
れ
、当
面
は

ア
ジ
ア
の
指
標
原
油
で
あ
る
ド
バ
イ
原
油
で
、
１
バ
ー
レ
ル
１
０

０
ド
ル
前
後
の
現
行
水
準
で
推
移
す
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　
今
年
の
S
S
業
界
は
、
４
月
に
暫
定
税
率
の
失
効
に
よ
る
大
幅

な
値
下
が
り
を
見
越
し
た
買
い
控
え
の
反
動
や
、
５
月
の
暫
定
税

率
復
活
を
前
に
需
要
が
増
加
す
る
等
の
中
で
、
記
録
的
な
価
格
上

昇
が
続
き
、ド
ラ
イ
バ
ー
に
節
約
の
動
き
が
広
が
り
、需
要
が
減
退

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、各
S
S
は
強
い
自
立
意
識
の
も
と
、安
値
量
販
と
シ

ェ
ア
確
保
の
販
売
競
争
か
ら
、
適
正
な
価
格
販
売
に
よ
る
経
営
持

続
を
最
優
先
と
し
た
採
算
の
確
保
が
重
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。
各

S
S
は
、消
費
者
の
理
解
を
得
て
確
実
に
こ
れ
を
徹
底
す
れ
ば
、「
流

し
た
汗
が
報
わ
れ
る
業
界
」と
信
頼
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
度
か
ら
当
組
合
で
は
、「
中
小
企
業
人
材
確
保
推
進

事
業
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
本
事
業
は
、
人
材
の
確
保
と
労
働

者
の
職
場
定
着

に
係
る
雇
用
管

理
改
善
を
推
進

す
る
事
業
で
、
当

業
界
が
抱
え
る

人
材
確
保
問
題

等
の
面
で
の
改

善
を
期
待
し
て

い
ま
す
。


